
●
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定

　

森
林
の
整
備
に
関
す
る
施

策
な
ら
び
に
森
林
の
整
備
を

担
う
べ
き
人
材
の
育
成
お
よ

び
確
保
、
森
林
の
有
す
る
公

　

益
的
機
能
に
関
す
る
普
及
啓

発
や
木
材
の
利
用
の
促
進
な

ど
、
森
林
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
要
す
る
経
費

の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
基

金
の
設
置
。

　  
可
決
︵
全
員
︶

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正

　

法
改
正
に
よ
り
、
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
強
化
が
図

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
黒
潮

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。可

決
︵
全
員
︶

●
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　

提
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　

小
永
正
裕

　
　
　
　
　

賛
成
議
員

　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
正
男

　

過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
が
10

年
の
時
限
立
法
と
し

て
制
定
さ
れ
た
が
、
現
在
は

５
年
の
時
限
立
法
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
３
年
で
今
の
５

年
期
限
が
切
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
過
疎
対
策
に
は

必
要
で
あ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

可
決
︵
全
員
︶

●
﹁
沖
縄
県
民
を
先
住
民
族

と
認
め
て
保
護
す
べ
き
﹂
と

の
勧
告
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書

　
　
　
　
　

提
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　

中
島
一
郎

　
　
　
　
　

賛
成
議
員

　
　
　
　
　
　
　

池
内
弘
道

　

日
本
政
府
は
、
日
本
に
は

先
住
民
族
は
、
ア
イ
ヌ
以
外

は
存
在
し
な
い
と
否
定
し
続

け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

３
回
も
同
様
の
趣
旨
の
勧
告

が
国
連
に
出
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
の
祖
国
日
本
が
永

遠
に
繁
栄
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
間
違
っ
た
国
連

勧
告
を
撤
回
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
連
各
委
員
会

の
誤
っ
た
認
識
を
正
し
、
勧

告
を
撤
回
さ
せ
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
も
の
。可

決
︵
多
数
︶ 　

　
　
　
　

反
対
議
員

　
　
　
　
　 　  

宮
地
葉
子

　　　　　　

沖
縄
の
人
は
、日
本
は
本
土

と
言
う
。
沖
縄
は
本
土
と
は

全
く
違
う
歴
史
が
あ
り
、
琉

球
国
と
言
っ
て
古
く
は
明
国

（
現
在
の
中
国
）
等
と
経
済
交

流
が
あ
る
独
立
し
た
国
で

あ
っ
た
。

　

長
い
間
の
歴
史
か
ら
風
土

も
文
化
も
違
い
、
長
年
の
暮

ら
し
の
中
で
作
り
上
げ
て
き

た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

（
独
自
性
、
自
己
認
識
）
も
勿

論
違
う
。
し
か
し
今
は
れ
っ

き
と
し
た
日
本
国
民
で
あ
る

が
、
彼
ら
が
先
住
民
族
で
あ

る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

　

違
い
は
違
い
と
し
て
認
め

る
こ
と
は
差
別
で
は
な
く
、

お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
っ

て
こ
そ
、
本
当
の
民
主
主
義

だ
と
思
う
。

　

そ
れ
が
基
本
で
あ
り
、
沖

縄
県
民
を
先
住
民
族
と
認
め

て
保
護
す
る
べ
き
勧
告
を
、

撤
回
す
る
こ
の
意
見
書
に
は

反
対
す
る
。
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子ども達も一緒に山の整備

討　

論

森
林
整
備
の
施
策
と

人
材
育
成
お
よ
び
確
保 条

例
の
制
定
と
一
部
改
正

議
員
提
出
議
案

低
所
得
者
の

　

保
険
料
軽
減
強
化


